


畿央大学現代教育研究所 主催

「学びを結ぶワークショップⅡ」
●ワークショップの内容

・ ワークショップ１　小学校理科「単元丸ごと授業研究『電磁石のはたらき』」（小学校教員対象）　担当：奥田俊詞（教育学部准教授）
電磁石の仕組みを問題解決的に学習するために有効な，ソレノイドスイッチを用いた開発教材を紹介します。参加者の皆さ
んは，この教材を活用した授業を児童の立場で体験してください。また，学習内容を活用するものづくりの一例として，「だ
るまさんが転んだゲーム」を実際に作成して持ち帰っていただきます。子どもが主体的に学ぶための単元構成について，いっ
しょに考えましょう。

・ ワークショップ２　小学校国語科「国語科と各教科を言語活動で結ぶ」（小学校教員対象）  担当：八木義仁（教育学部講師）
国語科では，「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」の領域で，日常生活に必要とされる記録，説明，報告，紹介，感想，
討論などの言語活動を行う能力を確実に身に付けることができるよう，継続的に指導することが求められています。国語科
と各教科との関連を再考し，各教科での活用の仕方を共に考えましょう。

・ ワークショップ３　ICT の活用「各教科における ICT 機器及びネットワークの活用」（全校園教員対象）
担当：西尾正寛（教育学部教授），衛藤晶子（教育学部准教授），西端律子（教育学部教授）

学校現場への導入と活用が加速することが予想されるコンピュータ，プロジェクタ，電子黒板，タブレット PC等について
各教科における活用例を紹介します。今回は，図画工作科・美術科，音楽科において，ネットワークにつながることによっ
て可能になる表現や鑑賞の活動の教材研究を行ないます。遠くない将来，各学校がネットワーク化されることによって期待
できる学習の成果や配慮事項について共に考えましょう。

申 し 込 み 票
ふりがな

勤務先お名前

住　　所 〒

ご連絡先 電話番号

メールアドレス

参加時間 □ 2時間とも　　　□ 1限目のみ　　　□ 2限目のみ
第 1希望 □ワークショップ 1　　　　□ワークショップ 2　　　　□ワークショップ 3　
第 2希望 □ワークショップ 1　　　　□ワークショップ 2　　　　□ワークショップ 3　
昼食交流会 □参加する　　　　　　　　　□参加しない

宛　　　　先：畿央大学現代教育研究所ワークショップ受付係宛
FAX 送信先：0745-54-1600　メール送信先：rime@kio.ac.jp
※FAXまたはEメールにて上記必要事項をご記入の上、送信してください。なお、ご記入いただきました個人情報は本ワークショップ以外では使用いたしません。
※申込み多数の場合、ご希望いただいたワークショップにご参加いただけない場合がございます。予めご了承ください。

　2014 年８月８日（金）　場所：畿央大学
時　間 概要・場所

  9：30 〜 9：50 受　付（P 棟 2 階）

10：00 〜 12：00

1　限　目

ワークショップ１ 小学校理科
単元丸ごと授業研究「磁石のはたらき」

P 棟 3 階　P301 講義室

ワークショップ２ 小学校国語科
国語科と各教科を言語活動で結ぶ

P 棟 3 階　P302 講義室

ワークショップ３ ICT の活用
各教科における ICT 機器及びネットワークの活用
P 棟 3 階　P3 アクティブラーニングルーム

12：10 〜 13：20
昼食交流会（R 棟 1 階食堂）

本学食堂にて、簡単な食事を準備させていただきます。
昼食をとりながら、日頃の教育に関する思いや悩み等を交流しましょう。

13：30 〜 15：30

2　限　目

ワークショップ１ 小学校理科
単元丸ごと授業研究「磁石のはたらき」

P 棟 3 階　P301 講義室

ワークショップ２ 小学校国語科
国語科と各教科を言語活動で結ぶ

P 棟 3 階　P302 講義室

ワークショップ３ ICT の活用
各教科における ICT 機器及びネットワークの活用
P 棟 3 階　P3 アクティブラーニングルーム

進　行

※ 1限目・2限目ともに同じ内容です。1限目または 2限目のみのご参加も可能です。
※お申込み時に 2時間両方の参加、または、1限目もしくは 2限目のみの参加をお選びください。また、参加希望ワークショップを第 1希望・第 2希望と
　してお選びください。
※当日受付時にご参加頂くワークショップをお知らせいたします。


